
お知らせ、サークルなどの紹介、イラスト・写真、俳句・短歌・川柳などを
募集します。
※�営利・政治・宗教に関するものなど、掲載できないものもあります
申し込み　掲載月の１日までに住所・氏名・電話番号・投稿する記事・写真を、
広報情報課（窓口・郵送・Ｅメール koho2@town.okagaki.lg.jp）へ ※ 応募
多数のときは抽選

町 民

広 場
ふれあい

ＪＲ海老津駅に

竹の飾りが登場しました
　町内のボランティア「岡垣竹
部隊」の皆さんが、ＪＲ海老津
駅内に竹の飾りを作ってくれま
した。写真は竹で作ったクリス
マスツリーと１番ホームの飾り
です。現在は正月に向け、竹部
隊の皆さんにいただいた竹で門
松を準備しています。
　海老津駅を訪れたときは、ぜ
ひ竹の美しい世界を楽しんでく
ださい。町内の「金明竹を守る会」
の協力で設置した町の天然記念

物「孟宗金明竹」の説明コーナー
もあります。

ＪＲ海老津駅駅長からの投稿

Dance　江道咲
さ ゆ
結さん ( 旭南区 )が、

11月８日に愛知県で行われた
「A

オール

LL J
ジャパン

APAN C
チャレンジ

HALLENGE 
C
カップ

UP 2015」の U
アンダー

-12 部門に５
人組のダンスグループ「a

アゴラ

gora 
r

リズム

hythm」として出場し、第 3
位になりました。江道さんは「３
位になれると思っていなかった
ので、とてもうれしいです。次の大会でも入賞でき
るように頑張りたいです」と笑顔で話してくれました。
　今回の入賞で、１月23日㈯に千葉県で行われ
るさらに上位の大会「A

オール

LL J
ジャパン

APAN S
スーパー

UPER K
キッズ

IDS 
D

ダンス

ANCE C
コンテスト

ONTEST F
ファイナル

INAL」への出場が決定し
ています。上位入賞できるよう応援をお願いします。
所属しているダンススクールからの情報提供

年金受給者遠賀郡Ｇ：Ｇ大会ダンスの全国大会で第３位！

　誰でも参加できるグラウンドゴルフ大会です。み
んなでさわやかな汗を流し、スポーツを楽しみませ
んか。
と　き　平成 28 年１月29日㈮午前９時から
ところ　芦屋町総合町民グラウンド
会　費
○�八幡年金受給者協会会員＝無料※夫婦のいず
れかが会員であれば二人とも無料
○会員以外＝１人400 円
申し込み・問い合わせ　平成 28 年１月15日㈮ま
でに同協会長（武田）☎282-0276 へ
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　10月12日、飯塚市で第15回福岡県ねんりんス
ポーツ・文化祭剣道交流大会が行われました。この
大会には県内各地から50チームが出場。岡垣町か
らは中村和生さん（野間三区・写真後列左）が遠賀・
中間市剣道連盟の団体選手の一人として出場しました。
　その結果、見事優勝を果たし、来年10月に長崎
で催される全国大会への出場が決まりました。これ

から1年間、勝利を目指して練習に励みますので応
援よろしくお願いします。
岡垣町剣道連盟会長　榎並康弘さんからの投稿

遠賀・中間市剣道連盟が
ねんりんピック全国大会へ

山や
ま
だ田
華か
の
ん夢
ち
ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
24
年
12
月
14
日
生
ま
れ（
龍
王
団
地
）

３
歳
お
め
で
と
う
♪
元
気
が

一
番
♪
笑
顔
で
楽
し
く
ね
♥

篠し
の
は
ら原
勘か
ん
す
け介
ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
26
年
12
月
６
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

１
歳
お
め
で
と
う
☆
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
大
き
く
な
ぁ
れ
♪

樽た
る
か
ど角
友と
も
き祈
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
25
年
12
月
13
日
生
ま
れ（
南
山
田
）

お
に
い
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
は

ほ
ど
ほ
ど
に
ね
☆

國こ
く
ぶ分

郷き
ょ
う
す
け祐ち

ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
24
年
12
月
10
日
生
ま
れ（
吉
木
）

我
が
家
の
癒
し
の
き
ょ
う
ち
ゃ

ん
！
３
歳
お
め
で
と
う
！

12月生まれ

宮み
や
た田

彩あ
や
か加

ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
25
年
12
月
27
日
生
ま
れ（
東
山
田
）

す
べ
り
台
が
大
好
き
♡
そ
の

笑
顔
を
い
つ
ま
で
も
！

橋は
し
の野
琉る
な奈
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
25
年
12
月
13
日
生
ま
れ（
野
間
二
）

お
め
で
と
う
♡
い
つ
も
マ
イ

ペ
ー
ス
琉
奈
！
大
好
き
ょ
♡

大お
お
ば庭

武む
さ
し蔵

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
26
年
12
月
26
日
生
ま
れ（
高
尾
）

１
歳
お
め
で
と
う
♪
か
わ
い

い
笑
顔
い
つ
も
あ
り
が
と
う

古ふ
る
の野
聖せ
な奈
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
25
年
12
月
８
日
生
ま
れ（
吉
木
）

２
歳
お
め
で
と
う
♥
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
い
て
ね
♪

立た
て
い
し石 

蓮れ
ん

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
26
年
12
月
12
日
生
ま
れ（
百
合
ケ
丘
）

祝
１
歳
♡
チ
ビ
だ
け
ど
逞
し

く
成
長
中
！
大
き
く
な
れ
♪

●対　象　町内に住み、掲載月が誕生月の１
～３歳の子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿する写
真・住所・親子の氏名（ふりがな）・子の生年
月日・電話番号・子どもへのコメント（22 文
字以内）・広報おかがきへの意見を、広報情
報課（窓口・郵送・Ｅメール koho2@town.
okagaki.lg.jp）へ※応募多数のときは抽選
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南
みなみかわ

川淳
じゅんこ

子 　・健
けんと

人さん くん住人十色住人十色 町の輝いている人や元気な人を紹介します

歯は大切にしていきたい
Ｑ　最もよい歯をもつ親子で県代表に選ばれた感想は？
Ａ�　淳子さん　選ばれたときは正直驚きました。私は親の
教えもあり、子どものころから歯の健康には注意してきま
した。健康な歯を保てていることは両親のおかげです。
Ｑ　日ごろのケアで気をつけていることは？
Ａ�　淳子さん　子どもの歯を磨くときは、こまめに糸ようじ
を使って隙間の汚れを取るようにしています。私自身は、
食後はもちろん外出前など、こまめに歯を磨くようにして
います。私が両親にしてもらったように、子どもの歯も大
切にしてあげたいです。
Ａ�　健人くん　これからも、虫歯にならないように歯磨きを
頑張ります。

親と子のよい歯コンクールで県代表に選ばれ、表
彰を受けた南川さん親子にインタビューしました。第９回

親と子のよい歯コンクール　厚生労働省が毎年行うコンクール。
対象は３歳児歯科健診で虫歯がなかった子どもとその保護者で、
親子ともに歯の状態が優れていることが条件となる。

【
青
葉
短
歌
会
】

好
物
の
柿
頂
け
ば
姉
妹
に
て

�

分
け
合
い
食は

み
し
日
思
い
出
さ
る
る

�

阿
部
マ
サ
子

巡
り
来
る
命
の
音
か
は
さ
は
さ
と

�

柿
の
枯
葉
の
散
り
ゆ
く
を
見
る

�

石
松
清
美

ピ
ン
ボ
ケ
を
良
し
と
し
乍な

が

ら
詠
む
歌
は

�

と
み
に
冴
え
ざ
り
物
思
う
日
々

�

早
川
京
子

わ
が
庭
の
景
を
彩
る
柿
み
か
ん

�

豊
か
な
み
の
り
に
励
ま
さ
れ
い
る

�

永
井
登
美
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
の
会
昼
の
部
】

閉
山
の
あ
と
の
日
月
葛
の
花

�

横
尾
淑
子

恐
竜
の
飛
び
出
す
絵
本
花
八
つ
手

�

井
村
晴
代

溝
そ
ば
や
木
の
橋
渡
る
靴
の
音

�

沼
田
捷
子

岩
を
割
り
生
い
し
一
木
木
の
実
降
る

�

俵
口
益
栄

【
青
嶺
岡
垣
俳
句
会
】

名
の
木
枯
る
天
平
の
世
の
石
の
臼

�

木
下
武
久

【
一
般
の
作
品
】

コ
ス
プ
レ
の
日
本
語
訳
を
嫁
に
聞
く

�

馬
場
と
き
子

山
の
水
紅
葉
も
一
緒
掬
い
け
り

�

井
上
ア
ヤ
ノ

年
一
回
受
け
る
検
査
の
緊
張
や

�

生
き
生
き
優
し
ナ
ー
ス
に
和や

わ

ぐ

�

籏
生
照
未

寒
き
日
も
揃
い
育
ち
し
ホ
ー
レ
ン
草

�

葉
先
に
赤
き
種
子
を
付
け
お
り

�

川
原
つ
る
子

女め

も

じ

文
字
な
る
喪
中
の
案あ

な
い内

初
し
ぐ
れ

�

井
元
正
己

意
味
の
無
い
破
壊
殺さ

つ
り
く戮

繰
り
返
す

�

何
の
得
あ
る
理
解
し
難
し

�

大
重
正
信

【
岡
垣
川
柳
会
】

人
生
は
旅
の
連
続
明
日
か
ら
も

�

岡
村
糸
子

地
球
儀
と
地
図
を
見
な
が
ら
旅
気
分

�

俵
澄
子

夢
一
杯
翼
信
じ
て
未
知
の
国

�

梶
原
ヒ
サ
コ

饒
舌
も
真
理
を
問
わ
れ
押
し
黙
る

�

末
松
碧

浮う
き
ね
ど
り

寝
鳥
橋
を
渡
れ
ば
父
の
郷

き
ょ
う

�

平
村
久
恵

車
椅
子
竜り

ん
ど
う胆

摘
み
て
戻
り
け
り

�

田
中
ア
ヤ
子

冬
に
入い

る
灘
を
越
え
き
し
風
の
こ
ゑ

�

大
村
照
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部
】

神ひ
も
ろ
ぎ籬
の
磴と

う

に
零こ

ぼ

る
る
木
の
実
か
な

�

木
村
守

露
の
世
に
読
み
残
し
た
る
書
の
あ
ま
た

�

川
原
和
子

赤
壁
と
呼
ぶ
断
崖
や
鳥
わ
た
る

�

深
田
英
子

冬
紅
葉
大
社
へ
続
く
広
き
道

�

石
田
実

【
木
綿
間
俳
句
会
】

立
冬
や
薪ま

き

割
る
音
の
乾
き
た
る

�

曽
宮
六
四

山
裾
の
日
差
し
遍あ

ま
ね

く
石つ

わ
ぶ
き蕗

の
花

�

神
谷
か
よ

垣
根
よ
り
は
み
出
し
て
を
る
冬
薔そ

う
び薇

�

中
村
鶴
子

ロ
ボ
ッ
ト
に
御お

み

く

じ

神
籤
受
く
る
神
の
留
守

�

久
留
美
智
子
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